
 

 

 

 

  

 

 

役割の大切さ～日本代表の姿から～ 

主幹教諭 下川 隆太 

 

連日熱戦が繰り広げられているワールドカップ。世界中の強豪国がしのぎを削る舞台で日本代表にも大き

な注目が集まっています。試合では華麗なゴールや好プレーが話題になりますが、勝利の陰には、それぞれ

の選手が自分の役割を果たそうとする姿があります。 

 今回の日本代表にもそのことを感じさせる場面が多く見られます。若い選手たちが躍動する一方でこれま

で日本代表を支えてきた吉田選手や南野選手の存在も大きな力となっています。試合に出て得点を決めたり、

相手の攻撃を防いだりするだけが役割ではありません。経験を伝えること、仲間を励ますこと、チームをま

とめることなど、それぞれの立場で果たすべき役割があります。一人の力だけで勝利をつかむことはできま

せん。一人一人が自分の役割を理解し、それを果たすことでチームは大きな力を発揮するのです。 

 学校もまた、一つのチームです。誰か一人だけの力だけで支えているのではありません。元気よく挨拶を

する子、係や当番の仕事に責任をもって取り組める子、黙々と掃除に励む子、一人一人が学校生活を支える

大切な存在であり、そのどれもが学校にとって欠かすことのできない大切な役割です。 

 時には「自分はリーダーではないから」「誰も見てくれていないから」と感じることがあるかもしれません。

しかし、サッカーの試合で誰か一人が欠けてもチームの力が発揮できないように学校でも一人一人の力が集

まることで安心して学び、楽しく生活できる環境がつくられています。大切なのは与えられた役割に対して、

自分にできることを精一杯行うことです。 

 子供たちには自分の役割に誇りをもち、仲間の役割も大切にしてほしいと思います。そして、自分のため

だけでなく、仲間や学級のために行動できる人へ成長してほしいと願います。 

 日本代表は、残念ながらブラジルに負けてしまいましたが、吉田選手や南野選手が築いてきたものを受け

継ぎながらそれぞれの選手が自らの役割を果たし、世界の舞台で躍動する日本代表の姿は大きな感動を与え

てくれました。今回の経験を糧に新しい目標に向かって、立ち上がる日本代表にも注目していきたいと思い

ます。 
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７月の生活目標：整理整頓をきちんとしよう 

今月で1学期が終わります。荷物の整理整頓をして、終業式の日に、両手が荷物でふさがらないように計画的

に持ち帰るように指導していきます。ご家庭でも声をかけていただけると幸いです。荷物を入れる袋のご準備も

お願いいたします。 


